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1．組織の概要
1-1．事業所名及び代表者名

株式会社UACJ金属加工　成田工場
工場長　江口直樹

1-2．所在地
千葉県成田市新泉１１－２

1-3．環境管理責任者及び連絡先
環境管理責任者 業務グループ　グループ長　脇田薫
EA21事務局 技術グループ
連絡先 TEL　0476-36-1155   FAX　0476-36-1157

1-4．事業内容
ユニットバスルーム・建材内外装用パネル、
建材製品の設計・製造・施工、車両部品・電機部品・
防衛関連製品用金属機械加工部品・エレベーター部品の製造

1-5．事業の規模 2022年4月～2023年3月

2．対象範囲、レポートの対象期間及び発行日
2-1．認証・登録範囲

認証・登録事業者名：株式会社UACJ金属加工　成田工場
対象事業所所在地： 千葉県成田市新泉11-2
事業活動内容： ユニットバスルーム・建材内外装用パネル、

建材製品の設計・製造・施工、車両部品・電機部品・
防衛関連製品用金属機械加工部品・エレベーター部品の製造

2020年4月よりサイト認証。

2-2．レポートの対象期間
2022年4月～2023年3月
発行日： 2023年4月7日

2-3．他工場のISO14001、エコアクション21認証登録状況
(1)　ISO14001： 恵那工場、滋賀工場
(2)　エコアクション21：広島工場、仙台工場

2-4．本社、支店
認証取得の検討中。

活動規模 単位 成田工場

15,920

売上高 百万円 4,237

従業員

12,222建築延べ床面積 ㎡

主要製品生産量 t

128人
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３．環境経営方針

　

制定日 2005年3月1日　
改定日 2022年4月1日

工場長

　３．環境関連の法律、規制、協定などを遵守します。

経営理念

　１．二酸化炭素排出量・廃棄物排出量・水使用量・化学物質使用量及び

社会に貢献することを目指しています。

堅実・健全な事業発展を通じて、広く社会に貢献します。

お客様の満足と信頼を得る製品とサービスの提供に努め、

環境経営方針

　　　経営における課題とチャンスを踏まえたテーマについて環境経営目標・

株式会社UACJ金属加工　成田工場

　　　環境経営計画を定め、継続的に環境保全活動の質の向上を図ります。

　２．顧客要求の変化に応える為、省資源・省エネを推進します。

　ユニットバス壁パネル・アルミ加工品の提供を通じ、

江 口  直 樹
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4．環境経営目標の実績

128.60 119.45 105.83
462 490 448

18.94 21.48 10.91
68 88 46

511 404 345
1,837 1,659 1,463

345 349 390
1,239 1,239 1,653

※1．電力の二酸化炭素排出係数　0.500 kg-CO2/kWh
※2．エコシンナー・AP7（実際はVOC対象外で可）を除く。

2021年度
実績

2020年度
実績

L/百万円

m
3
/年

単位

kg-CO2/百万円

t-CO2/年

VOC使用量

水使用量

項目

廃棄物排出量
（生産時の不良削減）

2022年度
実績

kg/百万円
t/年

g/百万円
kg/年

二酸化炭素排出量
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5．環境経営計画の取組結果とその評価

環境経営計画 結果 評価
二酸化炭素排出量削減
数値目標 118.25 105.83 [kg-CO2/百万円]

　第2工場1階水銀灯12灯をLED照明に置き換え。

　今期は、ハード対策の実施により一定の効果があった。
①第2工場のコンプレッサー更新
②受変電設備の更新による変換ロスの削減
工場全体の経費削減活動による電力の節減。
（項目を特定し目標値を設定して月々フォロー活動を実施）
太陽光発電につき1社が辞退し実現せず。現在5社と見積り中。

廃棄物排出量削減
数値目標 21.26 10.91 [kg/百万円]

　不良となった鋼板パネルを鋼板と石膏ボードに分離し

・パネル製品不良率の低減 鋼板をリサイクル化。

月間目標 0.143%以下

・アルミ加工品不良件数の削減
累積目標 32件以下

水使用量削減
数値目標 400 345 [L/百万円]

　第2工場のスプリンクラーの使用量の削減。

　啓蒙活動により使用量が減った上に、売上高が好転し数値が
改善した。

VOC使用量適正管理
数値目標 345 390 [g/百万円]

　売上高に比例して糊（塗布用）の購入量が増えた為。

　売上高に比例して糊（塗布用）の購入量が増えた為。
（1％未満の含有量であればVOC対象外とできるかどうか）

※電力の二酸化炭素排出係数　0.500 kg-CO2/kWh

総評

・冬季暖房用燃料の削減

・節水呼びかけ

〇

総評

・LED照明への置換え

総評

・夏季冷房用電力の削減

×
74件

〇

〇

　受変電設備の更新により、変換ロスを削減できた為、
夏季から秋口に掛けては減少。
また冬季についても灯油の使用量を10％削減できた。

×
0.169％

・VOC使用量調査

〇

×
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6．次年度の環境経営目標及び環境活動計画

6-1．環境経営目標

※対象期間は4月から翌年3月までとする。

6-2．2023年度～2025年度環境経営計画

・夏季冷房用電力の削減 ・LED照明への置換え
・冬季暖房用燃料の削減 ・節電の徹底
・エコドライブ、アイドリングストップの徹底
・パネル製品工程内不良削減 ・廃プラの分別の徹底
・石膏ボードの濡れ防止
・パネル製品不良率の低減 ・資材提供元の管理強化
・石膏ボード破損防止
・アルミ加工品不良件数の削減 ・指示ミスの撲滅
・工程内検査の強化
・節水呼びかけ ・節水コマの設置
・水漏れ点検の実施
・VOC使用量調査 ・シンナー代替品への切替え
・1.5t車（10t車）の更新

345

実績

21.26

10.91

NOX規制対応

390

目標

0.153%

32件

71件

400

345

0.143%

前年度比
99%

kg-CO2

/百万円

実績

2023年度

118.25

105.83

実績

成田工場
②アルミ加工品
不良件数
（異常件数含む）

kg/百万円

前年度比
削減

前年度比
削減

前年度比
99%

パーセント

目標

実績

単位事業所 2025年度

実績

前年度比
削減

前年度比
削減

目標

実績

4.化学物質使用量 g/百万円

目標

2.廃棄物排出量

①壁パネル
不良率

ℓ/百万円

目標
1. 二酸化炭素排出
量

件

3.水使用量

項目 2024年度

目標

（生産時の不良削減）

前年度比
99%

前年度比
99%

前年度比
99%

前年度比
99%

化学物質使用量

項目 取組み

二酸化炭素排出量

廃棄物排出量

パネル製品不良率

アルミ加工品不良件数

水使用量
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7．実施体制

8．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

　環境法規、条例については、関連会社から最新の情報入手に努め、常に該当項目
の有無について社内スタッフがチェックし違反のないことを確認しております。
　また過去3年間、外部、及び関係機関から指摘事項および訴訟などありません。

9．代表者による全体評価と見直しの結果

　①2022年度総括
　　1．照明機器のLED化を計画的に実施
　　2．産業廃棄物は分別管理維持、石こうボード産廃量削減
　　3．木屑有価受入れ不可による産廃処理（有価業者選定）
　　4．受変電設備の更新による電力ロスの削減
　　5．鋼板ボードﾞ剥しによる鉄屑の有価化

　②2023年度目標及び取組（又は環境活動計画）
　　UACJ環境目標に従い、エネルギー原単位2022年度比1％減を目標として活動を進める。
　　＜重点項目＞
　　1．照明機器のLED化、空転ロス対策、エアー漏れ箇所処置
　　2．産廃管理面の強化（分別と種類ごとに量を把握）
　　　※紙屑･ビニール/プラスチックゴミPRF化によるリサイクル化
　　3．鉄屑の有価化、石こうボードのリサイクル化継続
　　　※Sチームによる鋼板ボード剥しの継続
　　4．第2工場屋根への太陽光発電導入による節電効果

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物

ベンダー、プレス、シャーリング、コンプレッサー

適用される事項（施設・物質・事業活動等）適用される法規制

騒音規制法
振動規制法

代表者
江口工場長

環境管理責任者
脇田グループ長

業務

脇田グループ長

生産管理

鬼澤グループ長

製造

仁田グループ長

環境事務局

品質保証

嶋田グループ長

技術

小峰グループ長

建材・
営業サポート

太田グループ長


